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教育プログラム・コースの概要

大分大学大学院医学系研究科

地域医療の様々なニーズに対応する医療人養成コース

大分大学医学系研究科大学院生（修士課程）

２年

がん患者のさまざまな治療過程やライフステージに応じて、専門性を基盤とした
高度な実践や看護職を含むケア提供者に対する教育や相談、研究、保健医療福祉
チーム内の調整、倫理的課題の調整ができる看護職の養成。

令和６年４月

受入目標人数
※当該年度に「新たに」入学す
る人数を記載。
※新規に設置したコースに限
る。

本学を含む都道府県内の６つのがん診療連携拠点病院にがん看護専門看護師を最
低3人ずつ配置することを目標にすると、都道府県内のがん看護専門看護師数が
15人のため今後5年間で3人養成する。また、過去の大学院志願者数及び入学ニー
ズ調査から毎年度6人の志願者が見込まれるため、受入れ目標人数を1人と設定。

＜必修科目・共通科目＞
看護理論（２単位）、看護倫理（２単位）、看護研究概論（２単位）、保健医療
福祉政策論（２単位）、看護コンサルテーション論（２単位）、看護専門職教育
論（２単位）、看護サービス論（２単位）、フィジカルアセスメント論（２単
位）、病態生理学（２単位）、臨床薬理学（２単位）
＜必修科目・専門科目＞
がん病態生理・治療論（２単位）、がん看護論（２単位）、がん看護援助論（２
単位）、緩和ケア論Ⅰ（２単位）、緩和ケア論Ⅱ（２単位）、緩和ケア論Ⅲ（２
単位）、緩和ケア論Ⅳ（２単位）、がん看護実践演習（２単位）Ⅰ、がん看護実
践演習Ⅱ（２単位）、がん看護実践演習Ⅲ（２単位）、がん看護実践演習（２単
位）Ⅳ、がん看護実践課題研究（２単位）
上記の科目を履修し修士課程を修了すること

＜必修科目・共通科目＞
看護理論（２単位）、看護倫理（２単位）、看護研究概論（２単位）、保健医療
福祉政策論（２単位）、看護コンサルテーション論（２単位）、看護専門職教育
論（２単位）、看護サービス論（２単位）、フィジカルアセスメント論（２単
位）、病態生理学（２単位）、臨床薬理学（２単位）
＜必修科目・専門科目＞
がん病態生理・治療論（２単位）、がん看護論（２単位）、がん看護援助論（２
単位）、緩和ケア論Ⅰ～Ⅳ（各２単位）、がん看護実践演習Ⅰ～Ⅳ（各２単
位）、がん看護実践課題研究（２単位）

日本看護協会よりがん看護専門看護師教育課程の認定を得ている
（2017.4～2027.3）

地域医療の多様なニーズに応じた援助方法や地域包括ケアとしてのチーム医療や
在宅医療における連携・調整能力を養うことができる教育内容である。

大学院修士課程看護学専攻成人看護学領域担当教員により指導を行う。また、大
分大学医学部附属病院や地域のがん診療連携拠点病院、在宅医療機関（在宅医、
訪問看護ステーション）等での看護実習等を通しての指導体制を取っている。

①日本看護協会のがん看護専門看護師資格認定を受け、がん診療連携拠点病院及
び地域の中核病院で、看護及びチーム医療の向上に貢献する。
②看護管理部門の看護実践における変革推進者の中心となり、看護及びチーム医
療の向上に貢献する。


